
 

 

 

 

１ 単元のねらい 

対象となる場所の特徴などに着目して，地域調査を行うことを通して，目的や用途に適した手法でさまざまな

資料を的確に読み取ったり，活用したりする地理的技能を身に付けるとともに，調査の手法やその結果を多面

的・多角的に考察したり，表現したりすることができる。 

 

２ 単元の評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

単

元

の

評

価

規

準 

観察や野外調査，文献調査を行う際

の視点や方法，地理的なまとめ方の基

礎を理解している。また，地形図や主

題図の読図，目的や用途に適した地図

の作成などの地理的技能を身に付けて

いる。 

地域調査において，対象とな

る場所の特徴などに着目して，

適切な主題や調査，まとめとな

るように，調査の手法やその結

果を多面的・多角的に考察し，

表現している。 

地域調査の手法につい

て，よりよい社会の実現を

視野に，そこで見られる課

題を主体的に追究しようと

している。 

●学習改善につなげる評価  ○評定に用いる評価 

 １ ２・３ ４・５ ６ ７ 

知識・技能  ● ○ ●  

思考・判断・表現    ○ ○ 

主体的に学習に 

取り組む態度 
○  ●  ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名          地域調査の手法 



３ 単元構造図（全７時間）☆獲得する知識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
身
近
な
地
域
を
調
査
し
よ
う
。 

 

単元名 

地域調査 

の手法 

単元学習前の生徒の認識 

これまで世界の各州の特色を学習してきた。これから日本の地域的特色を学んでいく

が，どんな視点や方法で調べていくとよいのだろう。 

第１時 調査の準備① 【○主体的に学習に取り組む態度】                         

 

第２・３時 調査の準備② 地形図の読み取り方 【●知識・技能】                          

                ☆縮尺 ☆等高線 ☆尾根 ☆谷 

 

第４・５時 野外観察・聞き取り調査，資料を使った調査 

【●主体的に学習に取り組む態度 ○知識・技能】 

 

 

土地利用について読み取ろう。 

 

身近な地域を調べるためには，どんな準備をするとよいのだろう。 

第７時 調査結果の発表 【●主体的に学習に取り組む態度 ○思考・判断・表現】 

適切な方法で調査を進めよう。 

野外調査や聞き取り調査，資料を使った調査の仕方が分かった。調べたいことに合わせて

調査方法を選び、身近な地域（□□市）やテーマについて調査を進めていきたい。 

資料の見せ方を意識しながら発表することができた。△△さんは，２つの地図を重ねて提示していたの

で，２つの分布の関連性がよく分かった。□□市では，北部に土砂災害のハザードマップで赤色で示され

たエリアが多い。そして，この地域は，人口に占める高齢者の割合が高いので，早めに安全に避難する方

法を考えていかなければいけないと思った。 

調査してきたこと発表しよう。 

単元学習後の生徒の認識 

身近な地域（□□市）について改めて調べてみると，さまざまな特色があることが分かった。調査して分

かった地域の特色や課題を意識して，これから地域の一員としての自覚をもって生活していきたい。そして，

この単元で学んだ視点や方法を生かして，日本の特色を追究していきたい。 

 

身近な地域（□□市）について振り返って考えてみると，自然や人口，産業，交通などさまざまな面で

特色があることが分った。私たちのグループでは，「（例）□□市で，どうしたら土砂災害の被害を減らす

ことができるか」について疑問に思ったので，これから調べていきたい。 

縮尺や方位，等高線，地図記号に注目して，地形図から身近な地域（□□市）の土地利用

の特色を読み取ることができると分かった。空中写真やデジタル地図も使いながら，どうし

たら土砂災害の被害を減らすことができるか調べていきたい。 

第６時 調査のまとめ 【●知識・技能 ○思考・判断・表現】 

 

 
調べたことをまとめる方法は，内容によって異なるので，違いを意識してまとめていきた

い。私のグループでは，最初に立てた仮説と結論が異なるので，仲間にもアドバイスをもら

いながら考察して，発表できるように準備したい。 

調査してきたことをまとめよう。 



４ 単元指導計画   
 

時 ねらい おもな学習活動 評価規準 資料および留意点 

１ 

調
査
の
準
備 

身 近 な 地

域の調査テ

ーマに基づ

いて，見通し

をもって調

査方法・調査

計画を立て，

主体的に追

究すること

ができる。 

１ これまでの学習を振り返り，単元を貫

く課題と本時の課題を設定する。 

《単元を貫く課題》 

 

 

 

 

 

 

２ 日常生活を振り返る中で，身近な地域

（□□市）について，自分が興味や関

心をもっていること，疑問に思ってい

ること書き出す。 

３ ２の内容をグループの仲間で共有し，

調査テーマと仮説を設定する。 

例：「□□市で，土砂災害の被害を減らす

には，どうしたらよいのだろう。」 

 →①できるだけ早く安全な場所にいく

ことが必要だろう。 

   ②お年寄りなど，避難に時間がかか

りそうな人たちを助ける必要があ

るだろう。 

４ グループで具体的な調査計画を立て

る。 

５ 本時のまとめをする。 

身近な地域の

特色や課題を予

測し，見通しを

もって主体的に

追究していこう

としている。 

態度＝ノート，

追究の様子 

 

①から④の視点を意

識させながら，「な

ぜ・・・なのか」，「・・・

するにはどうすると

よいか」といった問い 

を設定できるように 

する。 

 

① 自然環境・防災 

② 人口 

③ 産業や土地利用の

変化 

④ 交通の発達や他地

域との結び付き 

 

身近な地域（□□市）について振り返って考えてみると，自然や人口，産業，交通な

どさまざまな面で特色があることが分った。私たちのグループでは，「（例）□□市で，

どうしたら土砂災害の被害を減らすことができるか」について疑問に思ったので，これ

から調べていきたい。 

２
・
３ 
地
形
図
の
読
み
取
り
方 

地 形 図 や

空中写真，デ

ジタル地図

などを活用

して調べる

ことを通し

て，土地利用

や地形の特

徴，地域の変

化を読み取

ることがで

きる。 

１ 前時を振り返り本時の課題を設定す

る。 

 

 

２ 縮尺，方位，等高線，地形図の仕組み

について確認する。 

３ 「読み取る」に取り組む。 

４ 実際に地形図を読み取る際のポイント

や空中写真との比較の仕方について確

認する。 

５ デジタル地図の使い方や新旧の地形図

の比較の仕方について確認する。 

６ 国土地理院のウェブページから身近な

地域（□□市）の地形図や空中写真を

確認する。また，二次元コードを読み

取り，デジタル地図で身近な地域（□

□市）を見る。 

７ 身近な地域（□□市）の土地利用につ

いて，４～６の学習活動で読み取った

ことを交流する。 

８ まとめをする。 

地形図や空中

写真，デジタル

地図，新旧地図

を活用して，地

域の様子や変化

の読み取る方法

を理解し，地理

的技能を身に付

けている。 

技能＝ノート 

方位や地図記号に

ついては，小学校で学

んだ知識を振り返り

ながら指導する。 

 

尾根と谷の違い ,等

高線との関連につい

ても指導する。 

 

◇「読み取る」 

 

地形図が測量され

た年と，空中写真が撮

影された年が異なる

場合があることに留

意するよう指導する。 

 

ＩＣＴの活用に不

慣れな生徒に対して

確実に机間指導を行

う。 

縮尺や方位，等高線，地図記号に注目して，地形図から身近な地域（□□市）の土地

利用の特色を読み取ることができると分かった。空中写真やデジタル地図も使いなが

ら，どうしたら土砂災害の被害を減らすことができるか調べていきたい。 

さまざまな手法で身近な地域を調査しよ

う。 

身近な地域を調べるためには，どんな準

備をするとよいのだろう。 

土地利用について読み取ろう。 

 



 
 

時 ねらい おもな学習活動 評価規準 資料および留意点 

４
・
５ 

野
外
調
査
・
聞
き
取
り
調
査
・
資
料
を
使
っ
た
調
査 

テ ー マ に
ついて調査
することを
通して，地域
調査の手法
やさまざま
な資料を収
集する方法
を理解し，地
域の特色を
捉えること
ができる。 

１ 前時を振り返り本時の課題を設定す

る。  

 

 

２ 野外調査と聞き取り調査，資料を使っ

た調査の違いや進め方，留意事項につ

いて確認する。 

野外 

調査 

聞き取り 

調査 

資料を 

使った調査 

生活や人の

移動，土地

利用につい

て 

生活や仕事

の中の工夫

や苦労につ

いて 

文 献 や 統

計，地図，

写真 

３ 調べたい内容に応じて，調査方法を選

択し，グループ内で分担して調査を進

める。 

４ まとめをする。 

地域調査の視

点や方法を理解

し，さまざまな資

料から有用な情

報を選択して，地

域の特色を読み

取るなどの地理

的技能を身に付

けている。 

技能＝活動の様

子 

 

野外調査を行う場

合は，事前にルート

や所要時間などに関

する計画を立て，見

通しをもって調査で

きるよう指導する。 

 

聞き取り調査の場

合は，事前に訪問場

所に連絡を取り，許

可をもらう。訪問後

はお礼を伝えられる

よう指導する。 

 

◇「調査に役立つ資

料を集める」 

 

聞きたい内容を事

前に整理してから，

調査ができるよう指

導する。 

野外調査や聞き取り調査，資料を使った調査の仕方が分かった。調べたいことに合

わせて調査方法を選び、身近な地域（□□市）やテーマについて調査を進めていきた

い。 

６ 

調
査
の
ま
と
め 

調 査 し て
分かったこ
とをまとめ
ることを通
して，身近な
地域の調査
テーマに対
し て 多 面
的・多角的に
考察するこ
とができる。 

１ 前時を振り返り本時の課題を設定す

る。 

 

 

２ 調査結果をまとめるための統計資料

や地図の活用の仕方を確認する。 

 ・数や量を比べる時は棒グラフに，変化

を表す時は折れ線グラフに表すとよ

い。 

 ・ドットマップ，階級区分図，図形表現

図，流線図など目的に応じて地図にま

とめるとよい。 

３ 発表する際の留意点を確認する。 

 ・流れに沿って発表する。 

・資料を示して分かりやすくする。 

 ・文字は大きく書く。 

 ・資料の入手先，出典を明記する。 

 ・調べて分かったことと自分が考えたこ

とを区別する。 

４ 調査結果をまとめ，発表の準備を進め

る。 

５ 本時のまとめをする。 

地域調査にお

いて，対象となる

場所の特徴など

に着目して，調査

の手法やその結

果を多面的・多角

的に考察してい

る。 

技能＝活動の様

子，発言 

◇「統計資料を使っ

た グ ラ フ の 作

成」・「さまざまな

地図のまとめ方」 

 

◇「発表の方法」 

① 動機と目的 

② 仮説と調査方法 

③ 調査で分かった

こと 

④ まとめ 

⑤ 地域の課題や解

決策の提案 

 

調べたことをまとめる方法は，内容によって異なるので，違いを意識してまとめて

いきたい。私のグループでは，最初に立てた仮説と結論が異なるので，仲間にもアド

バイスをもらいながら考察して，発表できるように準備したい。 

 

 

 

 

適切な方法で調査を進めよう。 

調査してきたことをまとめよう。 



時 ねらい おもな学習活動 評価規準 資料および留意点 

７ 

調
査
結
果
の
発
表 

身 近 な 地
域について
調べてきた
ことを分か
りやすく発
表したり，仲
間の発表か
ら身近な地
域をよりよ
くするため
に必要なこ
と を 多 面
的・多角的に
考えたりす
ることがで
きる。 

１ 前時を振り返り本時の課題を設定す
る。 

 
 
２ 発表する際の留意事項を確認する。 
３ グループごとに発表する。聞く側の生

徒は，自分たちのグループの調査と関
連付けながら聞く。 

４ 質疑応答や意見交流を通して，身近な
地域（□□市）に対する考えを広げた
り，深めたりする。 

５ 本時のまとめをする。 

聞く人に内容

が分かりやすい

ように工夫して

発表するととも

に，仲間の発表か

ら身近な地域を

よりよくするた

めに必要なこと

を多面的・多角的

に考えている。 

思考＝ノート，発

言 

ほかのグループの

発表を聞く際には，

自分たちの調査と関

連する内容や仲間の

発表のよかった点を

メモするよう指導す

る。 

資料の見せ方を意識しながら発表することができた。△△さんは，２つの地図を重

ねて提示していたので，２つの分布の関連性がよく分かった。□□市では，北部に土

砂災害のハザードマップで赤色で示されたエリアが多い。そして，この地域は，人口

に占める高齢者の割合が高いので，早めに安全に避難する方法を考えていかなければ

いけないと思った。 

 

調査してきたこと発表しよう。 


